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ICP-質量分析とは 
金属元素の分析には、重量分析、容量分析、

比色分析などの古典的な方法やイオンクロマ
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ときの質量スペクトルを利用します(図 1)。他
にはアセチレン－空気炎や黒鉛炉(電気加熱)
中に試料を導入、原子化し、その吸光スペク

トルを利用する原子吸光分析法(AAS)や、ICP
により原子化もしくはイオン化を行い、その

図 1 ICP-質量分析装置 

 



ときの発光スペクトルを利用する ICP-発光分
析法(ICP-AES)などがあります。 

ICP-質量分析法の特徴は、感度がきわめて
高いことです。図 2 に各分析法のおおよその
感度を示します。このように、もっとも一般

的な分析手法である ICP-発光分析法に比べ 3
～5 桁、高感度分析法に分類される黒鉛炉原
子吸光法(GF-AAS)に比べても 1～3 桁も感度
の高い分析が可能です。 
 
ICP-質量分析法によるプラスチック中の重金
属分析 
一般的な ICP-質量分析装置、ICP-発光分析
装置、原子吸光分析装置では、試料を霧状に

して装置に導入するため、液体試料の測定し

かできません。従って、金属やプラスチック

など材料中の金属元素を分析するためには、

試料の前処理が必須です。この前処理法には、

電気炉や酸を用い、試料を完全に分解する灰

化法や、試料を純水や酸溶液に浸漬する溶出

法などがあります。また、密閉容器を使い、

加熱分解する方法もあります。この方法では、

加熱手法としてマイクロ波がよく用いられま

す。また、密閉容器を用いるため、試料中の

金属成分の気散が少なく、精度よい分析が可

能になります。このように、様々な前処理法

がありますので、分析目的に応じて選択する

ことが必要です。 

図 2 各原子スペクトル分析法の感度(概略) 
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今回、ポリエステル標準試料中の重金属含

有量を測定した結果を表 1 に示します。この
ときの前処理は硝酸を用いたマイクロ波分解

法により行いました。その結果、認証値によ

く一致した結果が得られました。また、この

ときの感度 (定量下限値 )は、当所における
ICP-発光分析法のそれよりも 100～1000 倍も
よい値が得られました。このように、ICP-質
量分析法では材料分析においても高感度な分

析が可能になることが分かります。 
ICP-質量分析法は高感度分析が可能である

という特性を生かし、水道水の管理、土壌分

析などの環境分析や、半導体等のファインエ

ンジニアリング、材料分析等に広く用いられ

ています。また、濃度測定にとどまらず、同

位体情報も得られることから、今後さらなる

応用範囲の拡大が期待されます。 

表 1 ポリエステル標準試料中の重金属含有量 

 

濃度(µg/g) 
 

カドミウム 鉛 クロム 水銀 

測定値2) 4.7 10.5 10.1 1.0 
標準物質1)

認証値 4.8±0.1 10.4±0.1 9.8±0.3 1.1±0.1 

定量下限値(ICP-質量分析)3) 0.1 0.3 0.1 0.5 

1) JSAC0601-1日本分析化学会 プラスチック標準試料(チップ状) 

2) 3回測定の平均値を記載 

3) 試料 0.1 gを溶液化(100 mL)した際の値 

AAS      
ICP-MS: ICP-質量分析法, GF-AAS: 黒鉛炉原子吸光法

ICP-AES: ICP-発光分析法, AAS: フレーム原子吸光法
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